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用性を検討したもので， 6 章から構成され， 2 篇の付録を有している。
第 1 章では種々の炉雑音解析法の分類とそれらの特徴を概説し，極性相関法の位置づけを行なって





や燃焼の進んだ燃料を有する JRR-4 でのバ/R， 値の測定結果がパルス中性子法による測定結果と広

















(2) 燃焼度の進んだ高 γ 線バックグラウンド炉心や高出力炉での適用性を確め，運転中の炉心での動
特性パラメータ測定より燃料燃焼度推定が可能となることを示している。
(3) 大きな負反応度測定において，他の簡便な測定法では空間依存性が強いが，本手法によれば比較
的その影響をさけ易いことを膨大な実験データから実証している。
以上のように本論文は極性相関法の原子炉動特性測定への応用について，多くの新しい知見を得て
おり，その成果は原子力工学の分野に貢献するところが大きしヨ。よって本論文は博士論文として価値
あるものと認、める。
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